オランダの スピ イス ブルク 市が 世界 第一 の 立派な 都 

会 だと 云 ふこと は、 誰でも 知って ゐる。 併しもう 遺憾 

ながら、 世界 第一 の 立派な 都会だった と 云はなくて は 

なら なくなった。 

あの 巿は 本街道 を 離れて、 S ぼ はば 非常な 所に あるの 

だから、 読者 諸君のう ちで あそこへ 往 つたことの ある 

人は少 からう。 あそこ を 知らない 人に、 あの 特色の あ 

る 所 を 想像させる ために、 少し 精し く 土地の 事 を 話す 

こと は 無益で は あるまい。 己 はこな ひだ あの 土地に あ 

つた 重大な 災難の 話 をして、 あそこの 巿民 に対する 同 

情 を 広く 喚起した いと 思って ゐ るの だから、 その 話の 



前置と して 己の 説明 は 一層 役に立つ 害で ある。 さて 己 

の 目的と して ゐる その 災難の 事 だが、 その 話 をす ると 

一 ^ ふ 責任 を 己が 負 ふ 以上 は、 必ず 力 の 限を尽 して それ 

を 果たす だら うと 云 ふこと、 正しい 古文書 を 比較して、 

自己の 良心 を 満足させる やうに 細密に 事実 を考へ て、 

苟 も 歴史家た る 身分に 負かない やうに、 公平無私に 

その 話 をす る だら うと 云 ふこと に は、 恐らく は 誰 一 人 

さしはさ 

疑 を 挾 む もの は あるまい。 

己 は 金石文 字 や 古文書 を 精し く 調べて、 先づ あの ス 

ピ イス ブルク 巿が始 て 興った 時、 矢 張 現今の 地点 を 占 

めて ゐ たもので、 それから 後 少しも 移動した もので な 



の 根拠 を 有して ゐ ると 認めて 好い もの は 無い。 已 むこ 

とな くんば、 一 説 を 挙げよう。 それ は ドイツの 学者 リ 

ンド 氏の 説で、 イギリスの 学者 ビィフ 氏の 説 も 略 それ 

と 一 致して ゐる。 それ はかう である。 スピ イス は 槍で 

ある。 ブルク は 城で ある。 あの 巿で 城ら しい 建物と 云 

つて は、 議事堂が 一棟し か 無い が、 その 議事堂の 塔に 

或る時 雷が 落ちた。 その 落ち 工合が 丁度 上から 槍で 衝 

いたやう であった こと を 思 ふと、 此 語源 説が，. 愈 尤 

らしく 聞え て 来る。 併し こんな 重大な 問題に うかと 断 

案 を 下して、 跡で 恥を搔 きたく もない から、 己 はなん 

とも 言 はず に 置かう。 読者が 若し 此 問題 を 深く 研究し 



ようと 思 ふなら、 有名な オランダの 大学教授 ホ オル コ 

ップ 氏の オラ チウ ンク レエ • デ • レエ ブス • プレ テリ 

チスと 云 ふ 本 を 見る が 好から う。 それから 今一 つ 参考 

して 好い 本 は、 ファン. デル • ドムへ エト 氏の デニア 

レワ チォニ ブスの 二十 七ぺ ェジ から 五 千 零十ぺ ェジ迄 

である。 此本は 大判の 紙に ゴチックで 印刷して あって、 

しるし 

骨子に なって ゐる 語に は 朱と 墨と で 標 がして ある。 

丁附は 無い。 此 本に は ファン • デル • ドムへ エト 氏の 

高足 弟子と して 聞え た 支那の 民間 学者 シ ュ ッンプ ジン 

氏の 自筆の 書 入が あるから、 それ も 参考す るが 好い。 

又 註 脚に 大学 助教授 ド ョ ォジヒ 氏の 言 つて ゐる こと は 



の は 立派に 三重に なって ゐる。 

こ、 まで 己 はスピ イス ブルク 巿の 幸福な 状態 を 話し 

た。 こんな 結構な、 泰平 無事な 都会に 非常な 災難が 出 

来ようと は、 実に 誰も 予期して ゐ なかった ので ある。 

余程 前から 市民 中の 有識者 達が、 諺の やうに かう 云 

ふ 事 を 言って ゐた。 「岡の 外から はろ くな 物 は 来まい」 

と 云 ふので ある。 不思議に もこの 詞が讖 をな した。 

をと つ ひ 

丁度 一昨日の 事であった。 正午 前 五分 間と 云 ふ 時、 

東の 丘陵の 巔に 妙な 物が 見えた。 いつにない 出来事な 

ので、 どの 家の 腕附の 椅子に 掛けて ゐる 爺い さん も、 

胸に 動 ih を させながら、 片々 の 目で その 妙な 物 を 見て 



そのうち 正午 前 三十 秒 程に なった。 市民 等が 目を大 

ひま げだ うめ 

きく 開いて 見ようと する 隙 もな く、 外道 奴 は巿民 等の 

間 を 通り抜けて、 脚で は シャツ セェ をしたり、 バラン 

セェ をしたり、 ピル エツ ト をしたり、 パァ .ド. ゼフ 

イイ ル をしたり して、 羽が 生えて 飛ぶ やうに、 議事堂 

の 塔の 上に 駆け登った。 大 時計の 傍に は 番人が 驚き 呆 

れ ながら 矢 張 i 心 張って、 ゆっくりと 煙草 を 喫んで ゐた。 

外道 奴 は 番人の 鼻 を 撮んで、 右左に ゆすぶって、 前へ 

引っ張って、 それから 腋 挾んで ゐた 大きな シャ ポオ- 

クラック を 番人の 頭に 被せた。 そして それ をず つと 下 

へ 引く と、 番人の 目 も 口 もす つぼり 隠れて しまった。 



「三つ、 四つ、 五つ、 六つ、 七つ、 八つ、 九つ、 十 を」 

と大 時計が 云った。 

ニニつ、 四つ、 五つ、 六つ、 七つ、 八つ、 九つ、 十 を」 

と 皆が 答へ た。 

「十 一 」 と大 時計が 云った。 

「十 一 」 と 皆が 合槌を 打った。 

「十二」 と大 時計が 云った。 

「十二」 と 皆が 答へ て、 大 満足の 体で 声の 尻 を 下げた _ 

「十二時 だ」 と 爺い さん 達が 云って、 てんでに 懐中 時 

計 を 隠しに 入れた。 

然るに 大 時計 はま だ これで は罷 めない。 「十三」 と 
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